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　万
ま

喜
き

子
こ

 さん

Ｇ
20
、即
位
の
礼

ハ
イ
ヤ
ー
送
迎
を
務
め
る

利
用
者
が
選
択
す
る
の
は

い
つ
の
世
も
同
じ

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
タ
ク
シ
ー

連
携
す
る
に
は
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Ｇ
20
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
と
日
本
が
世
界
か

ら
注
目
さ
れ
る
な
か
、
先
月

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
天
皇

陛
下
の
即
位
を
国
内
外
に
宣

言
す
る
即
位
の
礼
の
関
係
儀

が
多
い
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
２

０
１
８
年
は
８
９
４
０
万

人
、
次
い
で
ス
ペ
イ
ン
が
８

２
７
７
万
人
で
日
本
の
３
１

１
９
万
人
は
世
界
第
11
位
で

す
。
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
さ
ら
な
る
バ
ネ
と
し

て
日
本
を
訪
れ
る
人
は
増
え

続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
利
便

性
と
は
、
早
く
安
く
効
率
的

に
目
的
地
ま
で
行
け
る
こ
と

で
あ
る
と
今
は
想
定
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

場
合
つ
き
つ
め
る
と
タ
ク
シ

ー
の
利
便
性
＝
数
（
台
数
）

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
か
つ
て
Ｍ
Ｋ
が
運
輸

行
政
に
対
し
て
個
々
の
事
業

者
の
創
意
工
夫
や
お
客
様
に

選
ば
れ
る
タ
ク
シ
ー
を
狙
い

撃
ち
に
し
た
か
の
よ
う
な
最

　

訪
日
観
光
客
が
増
加
す
る

一
方
で
飛
行
機
か
ら
鉄
道
、

鉄
道
か
ら
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

な
ど
異
な
る
移
動
手
段
を
快

適
便
利
に
乗
り
継
い
で
い
く

こ
と
が
観
光
体
験
を
高
め
る

こ
と
と
し
て
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
伊
豆

に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
が
中

心
と
な
っ
て
い
ち
早
く
観
光

版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
全
国
各
地
で
地
方

自
治
体
の
観
光
行
政
が
中
心

と
な
っ
て
地
元
の
交
通
事
業

者
と
共
に
取
り
組
む
事
例
が

増
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
タ
ク

シ
ー
が
効
果
的
に
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

に
結
び
付
く
ま
で
は
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど

運
行
計
画
に
基
づ
く
定
時
定

路
線
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

と
の
親
和
性
が
高
く
、
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
に
実
車
と
空
車

な
ど
の
動
態
や
、
現
在
位
置

が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

乗
り
物
を
シ
ス
テ
ム
的
に
制

御
す
る
の
は
出
来
な
く
は
な

い
で
し
ょ
う
が
専
門
性
が
高

に
よ
っ
て
成
し
え
た
事
業
に

弊
社
と
し
て
携
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。
引
き
続

き
Ｇ
20
の
関
係
閣
僚
会
議
で

は
11
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
る
外
務
大
臣
会
議
の
送
迎

に
携
わ
り
ま
す
。

　

日
本
政
府
観
光
局
の
発
表

に
よ
る
と
２
０
１
８
年
は
過

式
に
お
い
て
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ

各
社
は
ハ
イ
ヤ
ー
を
中
心
に

海
外
賓
客
の
送
迎
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外

務
省
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
関
係
者
の
念
入
り
な
準
備

高
乗
務
距
離
規
制
や
運
賃
値

上
げ
指
導
な
ど
を
批
判
し
た

と
き
と
よ
く
似
た
構
造
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

利
便
性
を
確
保
す
る
た
め

の
最
低
限
度
の
数
は
必
要
で

す
が
、
利
用
者
が
自
分
の
ニ

ー
ズ
に
よ
っ
て
選
択
で
き
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
れ
ば

よ
り
良
い
も
の
に
な
る
で
し

ょ
う
。
速
さ
を
重
視
す
る
人

も
い
れ
ば
、
接
客
サ
ー
ビ
ス

く
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
が
そ

れ
に
特
化
し
た
開
発
を
す
る

こ
と
は
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な

い
で
し
ょ
う
。
タ
ク
シ
ー
の

こ
と
を
専
門
的
に
行
っ
て
い

る
の
が
い
ま
や
日
本
全
国
各

地
に
広
が
る
タ
ク
シ
ー
配
車

ア
プ
リ
で
、
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｔ
ａ
ｘ
ｉ
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
、
Ｄ

ｉ
Ｄ
ｉ
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
、
Ｓ
．Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
な
ど
が
シ
ェ
ア
拡
大

に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま

す
。
京
都
Ｍ
Ｋ
は
本
年
４
月

か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

面
と
タ
ク
シ
ー
を
超
え
た
先

の
世
界
を
見
据
え
る
ビ
ジ
ョ

ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
も
つ

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
と
提
携
し
て
い

ま
す
。

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
と
タ
ク

シ
ー
配
車
ア
プ
リ
が
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
く
か
大
き
く
関

心
が
寄
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
実
現
の
ス
ピ
ー
ド
の
如

何
に
よ
っ
て
自
家
用
車
を
使

っ
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
各
主

要
空
港
に
お
け
る
白
タ
ク
問

題
に
示
唆
を
与
え
る
か
ら
で

す
。
タ
ク
シ
ー
が
不
足
す
る

か
ら
他
の
手
段
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
だ
、
そ
ん
な
議

論
に
対
す
る
答
え
が
こ
こ
に

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

去
最
高
の
３
１
１
９
万
人
の

訪
日
外
国
人
数
で
、
２
０
１

９
年
の
上
半
期
（
１
月
～
６

月
）
も
１
６
６
３
万
人
と
半

期
に
お
い
て
も
過
去
最
高
で

し
た
。
政
府
は
２
０
２
０
年

に
４
０
０
０
万
人
、
２
０
３

０
年
に
６
０
０
０
万
人
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
世
界

で
最
も
海
外
旅
行
者
受
入
数

（1）

拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
赤
羽
　
一
嘉 

殿

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

今
こ
そ
、
タ
ク
シ
ー
の
未
来
を
決
す
る
分
水
嶺
�

利
用
者
が
選
択
す
る
環
境
こ
そ

サ
ー
ビ
ス
全
体
の
改
善
の
第
一
歩

	 2面	 MKグループ内定式　これからのMKを背負う人材
	 5面	 2019海外研修レポート⑤　伏見営業所　林直樹　社員
12面	 すべてのお客様に安心・安全・快適なタクシーを　秋期研修実施
12面	 中高生1000人の京都検定チャレンジを応援

今号のトピックス

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ひ
と

MKタクシー

Twitter限定の
キャンペーンも随時実施！

最新情報発信中！
MKグループ

★

★

★

マシュー・カロン 毎日更新！ フォローしてね！
@MKofficial_PR
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◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

今
ま
で
悩
ん
で
い
た
こ
と

が
良
好
な
状
態
へ
動
き
始
め
、

様
々
な
問
題
が
解
決
し
て
い

く
。
独
身
者
に
は
良
縁
、
結

婚
な
ど
の
悦
ば
し
い
話
が
舞

い
込
む
気
配
が
あ
る
が
、
過

去
の
問
題
が
再
燃
し
て
困
る

人
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
。

吉
方
位
は
南
・
北
・
西
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

今
ま
で
進
め
て
き
た
物
事

が
一
旦
、
終
局
を
見
、
同
時

に
ま
た
新
し
い
企
画
を
練
り
、

再
出
発
の
準
備
を
す
る
こ
と

に
な
り
そ
う
。
凶
運
で
あ
る

か
ら
何
事
も
控
え
め
に
す
る

の
が
得
策
で
あ
る
。
こ
と
に

金
銭
問
題
は
争
い
が
生
じ
や

す
い
の
で
注
意
が
肝
要
。
現

状
維
持
で
静
観
を
す
る
月
。

吉
方
位
は
南
・
北
・
東
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

意
欲
も
行
動
力
も
旺
盛
と

な
る
。
と
か
く
争
論
の
起
こ

り
や
す
い
月
な
の
で
、
掛
け

合
い
ご
と
、
依
頼
事
は
焦
ら

ず
穏
や
か
に
す
る
方
が
良
い
。

事
柄
に
よ
っ
て
は
一
度
で
成

功
し
な
く
て
も
再
度
の
努
力

で
成
就
す
る
。
足
の
ケ
ガ
や

病
気
に
は
注
意
が
必
要
。
吉

方
位
は
東
・
西
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

懸
案
事
項
に
一
応
の
カ
タ

が
つ
く
だ
ろ
う
。
と
り
あ
え

ず
肩
の
荷
が
下
り
、
明
る
い

話
題
も
入
り
込
ん
で
き
そ
う
。

真
心
で
結
ば
れ
る
良
い
縁
談

が
起
こ
る
兆
し
が
あ
る
。
共

同
事
業
ま
た
は
他
か
ら
進
め

ら
れ
た
こ
と
で
利
益
を
得
る

こ
と
が
あ
ろ
う
。
吉
方
位
は

東
南
・
西
北
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

こ
こ
ま
で
辛
抱
強
く
や
っ

て
き
た
人
は
、
一
応
努
力
が

実
を
結
ぶ
側
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
突
然
不
利
な
状
況
に

変
わ
っ
た
り
、
何
か
を
削
り

取
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起

こ
る
暗
示
が
あ
る
の
で
油
断

は
禁
物
、
無
理
や
強
引
な
策

も
危
険
。
変
化
の
月
で
現
状

維
持
を
心
が
け
る
こ
と
。
吉

方
位
は
南
・
北
・
東
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
研
鑚
を
積
ん
だ
結

果
、
知
識
や
才
能
が
世
に
認

め
ら
れ
て
順
風
満
帆
、
状
況

が
味
方
す
る
。
実
力
の
出
し

惜
し
み
な
ど
せ
ず
、
英
知
を

生
か
し
て
先
を
読
み
、
積
極

的
に
活
動
す
る
こ
と
。文
書
・

印
鑑
の
取
扱
い
上
の
ト
ラ
ブ

ル
、
親
し
い
人
と
の
離
別
な

ど
も
予
想
さ
れ
る
。
家
庭
の

難
事
件
が
解
決
す
る
月
で
も

あ
る
。
吉
方
位
は
東
南
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
停
滞
し
、特
に
仕
事
、

健
康
に
不
安
が
募
る
。
辛
労

の
多
い
月
で
あ
る
が
、
骨
折

り
が
い
が
あ
る
か
ら
何
事
も

忍
耐
し
て
す
る
と
良
い
。
病

難
・
遺
失
物
・
盗
難
な
ど
に

注
意
す
る
こ
と
。
何
事
も
辛

抱
の
月
。
吉
方
位
は
東
南
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
対
人
面
に
重
き
を

お
い
て
、
よ
り
良
い
協
力
関

係
を
築
く
努
力
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
運
気
に
明
る
さ

が
増
し
て
い
く
。
運
勢
が
一

変
す
る
兆
し
が
あ
る
か
ら
焦

ら
ず
ゆ
っ
く
り
進
む
方
針
が

良
く
、
動
土
・
普
請
は
延
ば

す
方
が
良
い
。
来
月
の
良
い

運
気
の
月
に
備
え
て
準
備
の

月
。
吉
方
位
は
南
・
北
・
東
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

旺
盛
な
生
命
力
と
行
動
力

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
噛
み
合

わ
な
か
っ
た
物
事
は
有
利
な

方
向
に
動
き
出
す
。
見
込
み

の
あ
る
こ
と
は
進
ん
で
企
画

し
、
新
事
業
開
始
は
早
く
着

手
す
る
方
が
良
い
。
動
土
・

普
請
・
移
転
・
旅
行
・
転
業
・

転
職
は
差
し
支
え
な
い
。
吉

方
位
は
西
北
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

http://w
w

w
.jushu-t 

akashim
a.net/

※
用
語
説
明

悪
殺
…
五
黄
殺
気
方
位
の
反

対
側
の
方
位
で
、
暗
剣
殺
と

も
言
う
。
相
性
・
比
和
し
て

吉
方
位
に
な
っ
て
い
て
も
避

け
た
方
が
良
い
方
位
。

五
黄
殺
…
年
盤
や
月
盤
で
五

黄
土
星
が
運
行
し
て
い
る
方

位
の
こ
と
を
言
い
、
凶
の
作

用
が
強
く
出
る
方
位
。

立
冬
︙
冬
の
気
が
は
じ
め
て

立
ち
、
こ
の
日
よ
り
冬
に
入

　２
０
１
８
年
11
月
１
日
号

の
こ
の
連
載
記
事
で
、
長
岡

技
術
科
学
大
学
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
は
、

長
岡
技
大
の
教
職
員
、
学
生

で
起
業
ま
た
は
研
究
の
事
業

化
に
関
心
の
あ
る
方
が
そ
の

相
談
に
来
る
場
で
あ
る
。
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
起

業
し
た
方
が
今
後
の
経
営
戦

略
に
つ
い
て
相
談
に
来
る
場

合
も
あ
る
。
２
０
１
６
年
度

か
ら
始
ま
り
、
年
４
回
の
ペ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン（
以
下
、

サ
ロ
ン
と
略
す
）
に
名
称
が

変
更
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
い
う
と
起
業
の

み
の
相
談
と
し
て
捉
え
て
し

ま
う
人
も
い
る
た
め
、
も
っ

と
幅
広
く
捉
え
て
も
ら
う
た

め
に
名
称
を
変
更
し
た
と
い

う
。

　

相
談
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
の
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
、公
庫
、地
銀
な
ど

の
金
融
機
関
、
市
役
所
な
ど

の
行
政
機
関
、
大
学
の
関
係

者
の
方
々
で
あ
る
。
メ
イ
ン

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
日
本
戦

略
投
資
株
式
会
社
の
代
表
取

締
役
で
あ
る
佐
々
木
美
樹
氏

が
担
当
し
て
い
る
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
側
は
、概
ね
毎
回
、10

人
強
の
方
が
参
加
し
て
い
る
。

長
岡
技
大
は
、
参
加
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
と
秘
密
保

持
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
、
サ
ロ
ン
の
相
談
内
容

の
流
出
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

　

基
本
的
な
サ
ロ
ン
の
流
れ

は
、
大
学
の
会
議
室
に
て
、

相
談
者
が
相
談
内
容
の
プ
レ

ゼ
ン
を
行
い
、
そ
の
後
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
側
が
ア
ド
バ
イ

ス
、
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
相

談
者
一
人
当
た
り
の
相
談
時

間
は
１
～
２
時
間
で
あ
る
。

多
い
時
は
１
日
で
午
前
２
件
、

午
後
２
件
の
合
計
４
件
の
相

談
が
あ
る
。
サ
ロ
ン
の
開
催

が
近
く
な
る
と
、
大
学
内
外

で
周
知
が
行
わ
れ
る
の
で
、

相
談
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

も
そ
れ
を
見
て
参
加
を
申
し

込
む
形
に
な
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
長
岡
技
大
だ
け
で

な
く
長
岡
高
専
か
ら
も
相
談

者
が
来
る
と
い
う
。

　

サ
ロ
ン
は
、
学
生
も
相
談

者
の
許
可
が
あ
れ
ば
参
加
し

聴
講
で
き
る
形
に
な
っ
て
い

る
。
相
談
者
の
許
可
が
無
い

場
合
は
、
そ
の
相
談
の
時
だ

け
学
生
は
席
を
外
す
。
学
生

が
聴
講
す
る
場
合
も
秘
密
保

持
契
約
の
書
類
を
大
学
に
提

出
す
る
。

　

こ
の
機
会
を
活
か
し
、
私

も
２
０
１
９
年
９
月
に
行
わ

れ
た
サ
ロ
ン
に
初
め
て
参
加

し
た
。
サ
ロ
ン
で
は
実
際
の

経
営
の
場
を
知
る
場
と
し
て

大
変
、
勉
強
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
秘
密
保
持
の
た
め
、

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
書
く

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
サ
ロ

ン
に
参
加
し
た
後
に
振
り
返

っ
て
考
え
た
の
は
、
サ
ロ
ン

は
相
談
者
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
相
談
者
に
と
っ
て

は
、
そ
も
そ
も
ど
こ
に
相
談

に
行
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
問
題
が
無
く
な

る
。
そ
の
上
、
金
融
機
関
、

行
政
機
関
、
大
学
の
関
係
者

が
一
同
に
集
ま
っ
て
い
る
の

で
、
一
度
で
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
様 

々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

も
し
、
サ
ロ
ン
が
無
け
れ

ば
、
相
談
者
は
、
大
学
関
係

部
署
、
金
融
機
関
、
行
政
機

関
を
一
つ
ず
つ
回
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
忙
し
い
大
学

教
員
に
と
っ
て
、
ア
ポ
イ
ン

ト
を
取
っ
て
こ
れ
ら
の
部
署
、

機
関
を
一
つ
ず
つ
回
っ
て
い

く
と
い
う
の
は
大
変
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
ロ
ン
で
全
て

の
問
題
が
解
決
す
る
訳
で
は

な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

後
で
金
融
機
関
に
個
別
に
相

談
に
行
く
と
い
う
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
全
体

と
し
て
は
効
率
的
に
相
談
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
と

っ
て
で
あ
る
。
大
学
の
Ｈ
Ｐ

な
ど
を
見
れ
ば
、
ど
の
先
生

が
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ

て
い
る
か
は
、
お
お
よ
そ
分

か
る
。
し
か
し
、
そ
の
先
生

が
起
業
や
事
業
化
に
関
心
が

あ
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
。
実
際
、
銀
行
な
ど
で

は
、
研
究
内
容
で
興
味
の
あ

る
先
生
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
、
個
別
に
研
究
室
訪
問
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

円
山
応
挙
か
ら
近
代
京

都
画
壇
へ

11
／
２
～
12
／
15　
　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

ら
近
代
へ
い
た
る
系
譜
を
追

う
こ
と
で
、
円
山
・
四
条
派

の
全
貌
に
迫
る
と
と
も
に
、

京
都
画
壇
の
様
相
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
。

　

京
都
国
立
近
代
美
術
館　

企
画
展
示
室
（
市
バ
ス
「
岡

崎
公
園　

美
術
館
・
平
安
神

宮
前
」す
ぐ
）に
て
、前
期
：

11
月
２
日
（
土
）
～
24
日

（
日
）、
後
期
：
11
月
26
日

（
火
）
～
12
月
15
日
（
日
）。

休
館
日
は
月
曜
（
た
だ
し
11

月
４
日
（
月
・
休
）
は
開
館
）、

11
月
５
日
（
火
）。
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
（
金
・
土

曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
開

館
）、入
館
は
閉
館
30
分
前
ま

で
。
一
般
１
５
０
０
円
、
高

大
生
１
０
０
０
円
、
中
学
生

以
下
は
無
料
。
京
都
国
立
近

代
美
術
館
☎
０
７
５
・
７
６

１
・
４
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

①
京
都
み
な
み
会
館
映
画
鑑

賞
券
（
３
面
）

３
組
６
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
京
都
国
立
近
代
美
術
館

「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
京
都

画
壇
へ
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
「
ぼ
く
と　

わ
た
し
と 

　

18
世
紀
の
京
都
で
円
山
応

挙
は
写
生
画
で
一
世
を
風
靡

し
円
山
派
を
確
立
。
ま
た
、

与
謝
蕪
村
に
学
び
、
蕪
村
没

後
は
応
挙
の
画
風
を
学
ん

だ
呉
春
に
よ
り
四
条
派
が

る
。
毎
年
11
月
７
日
か
８
日

頃
。

小
雪
…
寒
気
も
増
し
、
雪
も

少
々
降
り
始
め
る
頃
。
毎
年

11
月
22
日
頃
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

開
運
！
運
命
学
教
室

―
小
さ
い
月
（
暦
上
、
31
日

ま
で
日
数
が
な
い
月
）を「
に

し
む
く
さ
む
ら
い
」
と
言
う

語
呂
合
わ
せ
が
あ
る
が
、
に

し
む
く
（
２
月
・
４
月
・
６

月
・
９
月
）
に
、
な
ぜ
11
月

が
入
る
の
か

　

２
つ
の
説
が
あ
り
、
①
侍

は
刀
を
二
本
差
し
て
い
て
、

二
本
差
し
と
言
わ
れ
て
い
る
。

11
と
い
う
数
字
は
侍
が
持

っ
て
い
る
、
こ
の
二
本
の
刀

を
見
立
て
た
説
、
②
十
一
を

縦
に
並
べ
れ
ば
、
士
に
見
え

る
。
士
、
つ
ま
り
侍
、
と
い

う
説
。

※
こ
の
語
呂
合
わ
せ
は
、
地

域
柄
や
特
定
の
年
代
の
人
に

よ
っ
て
通
じ
る
か
通
じ
な
い

か
が
分
か
れ
て
お
り
、ま
た
、

「
に
し
む
く
11
」
と
言
う
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
（
編
集

者
調
べ
）。

と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
、
サ

ロ
ン
で
は
大
学
が
起
業
や
事

業
化
に
関
心
の
あ
る
先
生
や

学
生
を
集
め
て
く
れ
る
た
め
、

１
日
で
様
々
な
先
生
や
学
生

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
学
生
に
と
っ
て
で

あ
る
。
学
生
に
と
っ
て
、
相

談
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容
の

中
に
は
、
正
直
、
分
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

全
体
と
し
て
は
、
起
業
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必

要
な
の
か
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
経
営
し
て
い
く
に
は
ど

の
よ
う
な
困
難
が
あ
る
の
か

な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
サ
ロ
ン
は
学

生
が
普
段
、
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
経
営
の
リ
ア
ル
の
場

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
も
な

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
私
は
、

サ
ロ
ン
は
相
談
者
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
学
生
、
そ
れ
ぞ
れ

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
起
業

や
事
業
化
が
成
功
す
れ
ば
雇

用
や
経
済
効
果
を
も
た
ら
す

た
め
、
地
域
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

兵
庫
県
出
身
。
明
石
高
専

卒
。
現
在
、
長
岡
技
術
科
学

大
学
情
報
・
経
営
シ
ス
テ
ム

工
学
課
程
の
第
４
学
年
に
在

籍
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

後
藤
　祐
也

連
載

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

【78】
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
サ
ロ
ン　

ポ
ス
タ
ー　
　
　
　
　

11月（二黒土星の月）
十一月八日（立冬）～十二月六日

高
島
易
断
鑑
定
所
　
高
島
　

寿
周

↓
11
月
８
日（
立
冬
）〜
12
月
６
日
ま
で

///////////

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

み
ん
な
のtupera tupera 

絵
本
の
世
界
展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
細
見
美
術
館
「
没
後
２
０

０
年　

中
村
芳
中
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑤
佐
川
美
術
館
「
吉
左
衞
門

Ｘ　

深
見
陶
治
×
十
五
代
吉

左
衞
門
・
樂
直
入
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
11
月

15
日
（
金
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
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円
山
応
挙
か
ら
近
代
京

都
画
壇
へ

11
／
２
～
12
／
15　
　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

興
り
、
応
挙
の

写
生
画
に
蕪
村

の
瀟
洒
な
情
趣

を
加
味
し
た
新

た
な
一
派
が
誕

生
。
応
挙
、
呉

春
を
源
泉
と
す

る
円
山
・
四
条

派
は
、
塩
川
文

麟
、森
寛
斎
、幸

野
楳
嶺
等
を
経

て
、
近
代
京
都

画
壇
を
牽
引
し

た
竹
内
栖
鳳
、

山
元
春
挙
、
上

村
松
園
等
を
輩

出
。

　

本
展
で
は
、

応
挙
、
呉
春
か

ら
近
代
へ
い
た
る
系
譜
を
追

う
こ
と
で
、
円
山
・
四
条
派

の
全
貌
に
迫
る
と
と
も
に
、

京
都
画
壇
の
様
相
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
。

　

京
都
国
立
近
代
美
術
館　

企
画
展
示
室
（
市
バ
ス
「
岡

崎
公
園　

美
術
館
・
平
安
神

宮
前
」す
ぐ
）に
て
、前
期
：

11
月
２
日
（
土
）
～
24
日

（
日
）、
後
期
：
11
月
26
日

（
火
）
～
12
月
15
日
（
日
）。

休
館
日
は
月
曜
（
た
だ
し
11

月
４
日
（
月
・
休
）
は
開
館
）、

11
月
５
日
（
火
）。
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
（
金
・
土

曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
開

館
）、入
館
は
閉
館
30
分
前
ま

で
。
一
般
１
５
０
０
円
、
高

大
生
１
０
０
０
円
、
中
学
生

以
下
は
無
料
。
京
都
国
立
近

代
美
術
館
☎
０
７
５
・
７
６

１
・
４
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

は
鋳
込
み
技
法
に
よ
る
青
白

磁
・
立
体
作
品
で
知
ら
れ
る

深ふ
か

見み

陶す
え

治は
る

と
、
樂
焼
に
よ
る

焼
貫
茶
入
を
提
示
す
る
樂
直

入
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
。

世
界
最
大
の
大
き
さ
に
挑
戦

す
る
深
見
氏
に
対
し
最
小

世
界
を
対
峙
さ
せ
る
樂
氏
。

伝
統
の
中
に
も
常
に
新
し

さ
を
追
求
し
続
け
る
両
者

が
競
合
し
、
工
芸
の
枠
組
み

を
脱
し
て
彫
刻
的
な
造
形

へ
と
み
ご
と
に
昇
華
さ
せ
て

い
る
。

　

佐
川
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
「
堅

田
」
駅
よ
り
路
線
バ
ス
「
佐

川
美
術
館
」
下
車
）
に
て
開

催
中
、
２
０
２
０
年
３
月
29

日
（
日
）
ま
で
。
休
館
日
は

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
、
翌
日
閉
館
）、
12
月
２
日

①
京
都
み
な
み
会
館
映
画
鑑

賞
券
（
３
面
）

３
組
６
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
京
都
国
立
近
代
美
術
館

「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
京
都

画
壇
へ
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
「
ぼ
く
と　

わ
た
し
と 

ぼ
く
と 

わ
た
し
と 

み
ん

な
の tupera tupera 

絵
本
の
世
界
展

11
／
23
～
12
／
25

美
術
館
「
え
き
」

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　
　

　

２
０
０
２
年
か
ら
活
動
を

始
め
たtupera tupera

は
、

『
木
が
ず
ら
り
』
を
皮
切
り

に
絵
本
制
作
で
活
躍
の
場
を

広
げ
、
紙
を
切
っ
て
、
様
々

な
色
と
形
で
彩
る
、
大
人
も

ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
仕
掛
け
や
ユ
ー
モ
ア
に

あ
ふ
れ
た
作
品
を
次
々
に
発

表
。
２
０
１
３
年
、『
し
ろ
く

ま
の
パ
ン
ツ
』
が
「
第
18
回

日
本
絵
本
賞
読
者
賞
」「
第

２
回
街
の
本
屋
が
選
ん
だ
絵

本
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
」
な
ど

受
賞
。ま
た
、『
パ
ン
ダ
銭
湯
』

や
『
わ
く
せ
い
キ
ャ
ベ
ジ
動

物
図
鑑
』
も
様
々
な
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
今
や
世
界
11

言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

本
展
はtupera tupera

の

軌
跡
を
た
ど
り
、
絵
本
の
原

画
を
中
心
に
立
体
や
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
映
像
作
品

な
ど
約
３
０
０
点
の
作
品
を

展
示
。
色
鮮
や
か
で
繊
細
な

手
仕
事
の
世
界
が
楽
し
め
る
。

　

美
術
館「
え
き
」Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
京
都
伊

勢
丹
７
階
隣
接
）
に
て
11
月

23
日（
土
・
祝
）～
12
月
25
日

（
水
）。
会
期
中
無
休
。
午
前

10
時
～
午
後
８
時
（
入
館
は

30
分
前
ま
で
）。一
般
９
０
０

円
、高
大
生
７
０
０
円
、小
中

生
５
０
０
円
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
京
都
伊
勢
丹
☎
０
７
５
・

３
５
２・１
１
１
１（
大
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

琳
派
展
21

没
後
２
０
０
年　

中
村
芳
中

開
催
中
～
12
／
22

細
見
美
術
館　
　

　

中
村
芳
中
は
江
戸
後
期
に

京
で
生
ま
れ
、
大
坂
を
中
心

に
活
躍
し
た
琳
派
の
絵
師
。 

　

は
じ
め
大
坂
の
文
人
た
ち

と
親
し
く
交
わ
り
、
文
人
画

風
の
山
水
画
を
描
い
た
ほ
か
、

指し

頭と
う

画が

の
名
手
と
し
て
知
ら

れ
る
存
在
だ
っ
た
。
ま
た
、

自
由
な
気
風
の
画
家
・
尾
形

光
琳
に
触
発
さ
れ
、
琳
派
が

得
意
と
し
た「
た
ら
し
込
み
」

を
多
用
し
た
草
花
図
を
描
き
、

「
光
琳
風
」
の
画
家
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
た
。
一
方
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
俳
諧
を
好

み
、
多
く
の
俳
人
と
交
流
し

な
が
ら
俳
画
や
俳
書
の
挿
絵

な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

本
展
で
は
、
近
年
そ
の
ゆ

る
い
表
現
が
「
か
わ
い
い
」

と
評
さ
れ
る
芳
中
の
作
品
の

数
々
を
紹
介
。
琳
派
風
の
草

花
を
描
い
た
屛
風
や
扇
面
、

人
気
の
高
い
版
本
『
光
琳
画

譜
』
の
ほ
か
、
文
人
画
風
の

山
水
画
や
指
頭
画
、
俳
画
や

俳
書
の
挿
絵
な
ど
、
ほ
の
ぼ

の
と
愛
ら
し
い
芳
中
画
の
世

界
を
楽
し
ん
で
み
て
は
。

　

細
見
美
術
館
（
地
下
鉄
・

「
東
山
」
駅
よ
り
２
番
出
口

よ
り
北
へ
徒
歩
約
10
分
）
に

て
開
催
中
、
12
月
22
日
（
日
）

ま
で
。
月
曜
休
館
（
た
だ
し

祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
休

館
）。
午
前
10
時
～
午
後
６

時
（
入
館
は
30
分
前
ま
で
）。

一
般
１
４
０
０
円
、
学
生
１

　

18
世
紀
の
京
都
で
円
山
応

挙
は
写
生
画
で
一
世
を
風
靡

し
円
山
派
を
確
立
。
ま
た
、

与
謝
蕪
村
に
学
び
、
蕪
村
没

後
は
応
挙
の
画
風
を
学
ん

だ
呉
春
に
よ
り
四
条
派
が

重要文化財「松に孔雀図」（全16面のうち４面）　円山応挙、
寛政７年（1795）、兵庫・大乗寺蔵、京都展のみ・通期展示

「パンダ銭湯」(2013年　絵
本館）©tupera tupera

１
０
０
円
。
細
見
美
術
館
☎

０
７
５
・
７
５
２
・
５
５
５

５☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

川
美
術
館
☎
０
７
７
・
５
８

５
・
７
８
０
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

吉
左
衞
門
Ｘ

深
見
陶
治
×
十
五
代
吉

左
衞
門
・
樂
直
入

開
催
中
～
３
／
29

佐
川
美
術
館　
　

　

十
五
代
吉
左
衞
門
・
樂ら

く

直じ
き

入に
ゅ
うが
深
く
影
響
を
受
け
た
も

の
・
思
惟
を
共
有
し
た
も
の
・

共
感
や
感
動
し
た
も
の
を
関

数
Ｘ
と
し
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
展
覧
会
。
今
回
10

回
目
と
な
る
吉
左
衞
門
Ｘ
で

（
月
）
～
13
日
（
金
）、

12
月
30
日
（
月
）
～
２

０
２
０
年
１
月
１
日

（
水
）、
２
月
12
日
（
水
）

～
17
日
（
月
）。
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
30
分
前
ま

で
）。
一
般
１
０
０
０

円
、高
大
生
６
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
佐

上　《青》深見陶治 2016年
下　《焼貫茶入》十五代吉左衞門・
　　樂直入 2019年

中
村
芳
中
〈
花
卉
図
画
帖
〉
よ
り
「
十
月　

白
菊
」

細
見
美
術
館
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

室
内
合
奏
団

ク
リ
ス
マ
ス
／
ア
ヴ
ェ
・ 

マ
リ
ア

12
／
12　

14
：
00
～　
　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　

　

ロ
シ
ア
が
誇
る
芸
術
の
都・

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で

結
成
さ
れ
た
室
内
合
奏
団
。

ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
世
界
各

地
で
活
躍
す
る
優
秀
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
来
日

コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年
で
20

年
連
続
と
な
る
。
弦
楽
合
奏

■京都サンガF.C.チケット係
　1075-212-0635　http://www.sanga-fc.jp/

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも西京極スタジアム

11月16日（土） 午後2時
vs ジェフユナイテッド千葉

第
41
節

第
41
節

11月4日（月） 午後2時
vs ヴァンフォーレ甲府

第
39
節

第
39
節
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k
k
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k
k
k
k
k

み
ん
な
のtupera tupera 

絵
本
の
世
界
展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
細
見
美
術
館
「
没
後
２
０

０
年　

中
村
芳
中
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑤
佐
川
美
術
館
「
吉
左
衞
門

Ｘ　

深
見
陶
治
×
十
五
代
吉

左
衞
門
・
樂
直
入
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
11
月

15
日
（
金
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gro 
up.co.jp/privacy

が
さ
ら
に
彩
り
を
加
え
る
。

曲
目
は
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
、
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
、
カ
ッ
チ
ー
ニ

に
よ
る｢

ア
ヴ
ェ･

マ
リ
ア｣

、

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
四
季
」

よ
り
“
冬
”、
な
ど
。

　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル（
地
下
鉄
「
北
山
」

駅
１
・
３
番
出
口
よ
り
南
へ

徒
歩
５
分
）
に
て
、
12
月
12

日（
木
）午
後
２
時
開
演（
同

１
時
15
分
開
場
）。４
５
０
０

円（
全
席
指
定
）。otonow

a

☎
０
７
５
・
２
５
２
・
８
２

５
５
（
午
前
10
時
～
午
後
６

時
30
分
、
日
・
祝
休
み
、
土

曜
不
定
休
）

（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
ヴ
ィ

オ
ラ
、
チ
ェ

ロ
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
）
の

基
本
編
成

に
、
ソ
プ
ラ

ノ
や
ハ
ー
プ

世
界
遺
産
登
録
25
周
年
記

念二
条
城
ま
つ
り
２
０
１
９

開
催
中
～
12
／
８

二
条
城　
　
　
　

　

世
界
遺
産
登
録
25
周
年
と

な
る
二
条
城
。
期
間
中
は
昨

年
、
好
評
だ
っ
た
夜
間
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ（FLOW

ERS 
BY NA

KED 2019 

―
京

都
・
二
条
城
―
）
が
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
開
催
さ
れ
る
。

他
に
も
歴
史
謎
解
き
ラ
リ
ー

や
方
円
流
煎
茶
会
、
京
の
名

産
品
展
な
ど
、
幅
広
い
世
代

の
方
々
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
。
秋
の
二
条
城
を

楽
し
ん
で
み
て
は
。

　

二
条
城
（
市
バ
ス
「
二
条

城
前
」
下
車
す
ぐ
）
に
て
開

催
中
、
12
月
８
日
（
日
）
ま

で
。
会
期
中
無
休
。
通
常
観

覧
：
午
前
８
時
45
分
～
午
後

４
時
（
開
城
は
同
５
時
）、

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
：
午
後

５
時
45
分
～
同
９
時
（
開
場

は
同
５
時
30
分
、
閉
場
は
同

10
時
）。
通
常
観
覧
：
一
般

１
０
３
０
円
、
中
高
生
３
５

０
円
、
小
学
生
２
０
０
円
、

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
：
中
学

生
以
上
１
４
０
０
円
、
小
学

生
８
０
０
円
。
元
離
宮
二
条

城
事
務
所
☎
０
７
５
・
８
４

１
・
０
０
９
６

cccccccccccccccccccc
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
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京
都
市
で
は
、「
歴
史
都

市
・
京
都
」
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
に
京

都
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な

し
」
を
実
践
で
き
る
こ
ど
も

た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
中

学
生
・
高
校
生
が
「
京
都
・

観
光
文
化
検
定
試
験
（
京
都

検
定
）
３
級
」
に
無
償
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
は
こ
の
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、「
中
学
生
・
高

校
生
１
０
０
０
人
の
受
験
を

目
指
し
て
、
後
押
し
す
る
た

め
の
費
用
を
支
援
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、
平
成
27
年
度

か
ら
引
き
続
き
今
年
度
も
京

都
市
に
２
０
０
万
円
の
寄
付

を
い
た
し
ま
し
た
。
徐
々
に

浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う

で
、
平
成
27
年
度
に
こ
の
事

業
で
受
験
し
た
中
高
生
は
６

４
３
名
で
し
た
が
、
昨
年
度

は
８
１
９
名
に
の
ぼ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
寄
付
の
み
な

ら
ず
京
都
市
教
育
委
員
会
が

主
催
す
る
検
定
対
策
事
前
講

習
会
に
Ｍ
Ｋ
観
光
ド
ラ
イ
バ

ー
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

学
習
へ
の
取
組
み
に
協
力
を

し
て
い
ま
す
。
寄
付
受
納
式

で
は
門
川
大
作
市
長
か
ら

「
事
前
講
習
会
で
は
、
実
践

的
で
分
か
り
や
す
い
お
話
が

大
好
評
。
お
か
げ
様
で
合
格

者
数
も
年
々
増
加
」
で
あ
る

と
、
う
れ
し
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｍ
Ｋ
も
京
都
検
定
で

観
光
お
も
て
な
し
教
育

　

Ｍ
Ｋ
で
も
、
観
光
案
内
が

で
き
る
京
都
通
ド
ラ
イ
バ
ー

育
成
の
た
め
に
、
社
内
観
光

資
格
制
度
を
設
け
、
英
会
話

ド
ラ
イ
バ
ー
育
成
や
社
員
の

京
都
検
定
受
験
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
京
都
市

が
設
置
し
て
い
る
「
京
都
観

光
お
も
て
な
し
コ
ン
シ
ェ
ル

広
く
京
都
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
に
少
し
で
も
ご
協
力

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

ジ
ュ
」
に
は
、
１

事
業
者
と
し
て
最

多
の
70
名
が
Ｍ
Ｋ

か
ら
の
任
命
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
英
会
話
の
で

き
る
「
京
都
国
際

観
光
お
も
て
な
し

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
」
に
は
総
勢
20

名
の
う
ち
Ｍ
Ｋ
か

ら
は
４
名
が
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
Ｍ
Ｋ

は
「
観
光
・
お
も

て
な
し
」
の
社
内

教
育
に
注
力
す
る

と
と
も
に
、
よ
り

　

去
る
９
月
24
日
か
ら
10
月

17
日
ま
で
の
間
、
京
都
及
び

滋
賀
Ｍ
Ｋ
で
は
全
ド
ラ
イ
バ

ー
を
対
象
に
、
安
全
運
転
と

接
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
旅
行
協
会
）
に

正
式
に
加
盟
し
、
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の

方
々
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
第
一
だ
と
考
え
た
か
ら

ま
し
た
。
特
に
集
団
行
動
と

な
る
修
学
旅
行
な
ど
で
は
口

に
は
出
せ
な
い
こ
と
が
多
い

た
め
、
お
手
洗
い
な
ど
は
男

女
別
に
な
っ
て
い
な
い
施
設

に
臨
機
応
変
な
対
応
を
心
が

け
ま
し
た
。

　

運
転
実
技
研
修
で
は
、
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
（
パ
イ
ロ
ン
）

や
コ
ー
ン
バ
ー
（
棒
）
で
仕

適
な
タ
ク
シ
ー
会
社
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
客
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
何
卒
ご

愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

切
り
を
作
り
、
そ
の

仕
切
り
の
中
で
実
際

の
車
両
を
運
転
す
る

こ
と
で
、
各
自
の
運

転
技
術
を
知
り
、
技

術
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
死
角
等
の

安
全
確
認
を
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
徹
底

し
た
教
育
指
導
を
通

じ
て
、
Ｍ
Ｋ
は
す
べ

て
の
お
客
様
に
と
っ

て
安
心
・
安
全
・
快

テ
ィ
）
の
旅
行
者
へ
の
対
応

と
車
い
す
の
お
客
様
へ
の
対

応
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
Ｍ
Ｋ
が
本
年
８

月
、
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ａ
（
国
際
Ｌ

で
す
。
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ａ
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
池
内

志
帆
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
お
客
様
へ

の
接
客
の
心
得
を
お
伺
い
し

る
際
に
安
全
へ
の
配
慮
と
車

い
す
の
ロ
ッ
ク
確
認
に
注
意

を
し
ま
し
た
。
お
客
様
の
安

全
に
関
わ
る
部
分
と
な
り
ま

す
の
で
、
文
言
・
動
作
と
も

し
た
定
期
研
修
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

は
毎
年
春
と
秋
に
行
っ
て

お
り
、
毎
年
同
様
に
、
身

だ
し
な
み
や
Ｍ
Ｋ
の
挨
拶

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
運

転
の
講
義
を
行
う
ほ
か
、

特
に
今
回
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ

イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

そ
の
他
の
性
的
マ
イ
ノ
リ

に
案
内
す
る
工
夫
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
Ｍ
Ｋ
の

原
点
で
も
あ
る
、
お
年
寄

や
身
体
の
不
自
由
な
方
、

妊
婦
の
方
、
深
夜
の
急
病

人
な
ど
タ
ク
シ
ー
を
必
要

と
さ
れ
る
方
々
に
思
い
や

り
を
込
め
た
対
応
を
確
認

す
る
た
め
で
す
。
車
い
す

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
再
度

確
認
し
、
特
に
動
作
に
入

（12）

京
都
な
ら
で
は
の
人
材
育
成
を
め
ざ
す

門
川
大
作
・
京
都
市
長
（
写
真
右
か
ら

２
人
目
）
と
青
木
信
明
社
長
（
右
か
ら

３
人
目
）

車いすのロックを必ず確認

運転実技研修の様子

す
べ
て
の
お
客
様
に
安
心
・

安
全
・
快
適
な
タ
ク
シ
ー
を

秋
期
研
修
実
施

京都・滋賀ＭＫ

中高生1000人の
京都検定チャレンジ
を応援


